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１．はじめに 

 著者ら 1)は，日本海に浮かぶ比較的小さな規模の有人

離島(舳倉島：図-1 参照)を対象に津波避難困難区域の評

価などを行い，津波避難施設の新設に関する提案を行っ

ている．これまでの津波避難困難区域の評価は，南海ト

ラフ巨大地震を想定した太平洋沿岸に主眼が置かれてお

り，日本海沿岸(特に有人離島)に関する検討 2)は十分で

あるとは言い難い．さらに，日本海の離島の多くは排他

的経済水域(EEZ)の基点となっているため，国防上の観

点からも津波避難困難区域の評価結果を踏まえた対策を

今後実施していくことは重要である． 
 本稿では，避難困難時間 3)を評価するための基礎的研

究として，新潟県粟島および山口県見島(図-1 参照)の既

存強震観測点 4)において得られた記録に基づきサイト増

幅特性を評価 5)した結果について報告する． 
２．島内における地形・地質的特徴 

 粟島および見島に設けられた既存強震観測点(JMA 粟

島および JMA 見島)4)の位置を図-2 および図-3 に示す．

さらに，図-4 および図-5 には，(国研)産業技術総合研究

所による地質図 6)を，図-2 および図-3 の図郭に合わせて

示す．図-2～5 に示すように，主に居住地域(沿岸沿いの

平地)となっている津波来襲予測地域における地質区分

と強震観測点での地質区分が概ね類似していることから，

観測点でこれまでに得られた中小地震記録に基づきサイ

ト増幅特性を評価することの重要性が示唆される． 
３．サイト増幅特性の評価 
 図-6 および図-7 は，粟島もしくは見島とその周辺の既

存強震観測点(K-NET 寒川 7)およびK-NET 萩 7))でのサイ

ト増幅特性を比較したものである．粟島もしくは見島に 
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図-1 琵琶湖沿岸域の活断層分布

2)
と沖島の位置関係 

おけるサイト増幅特性は，粟島と K-NET 寒川もしくは見

島と K-NET 萩で同時に得られた既往の中小地震観測記

録を対象に，両地点の距離の違いによる補正 8),9)を考慮

したフーリエスペクトルの比率(粟島／K-NET 寒川もし

くは見島／K-NET 萩)を計算し，この比率を K-NET 寒川

および K-NET 萩における既存のサイト増幅特性 10)に掛

け合わせることによって，地震基盤～地表相当のサイト

増幅特性を評価 11)した． 
図-6 および図-7 に示すように，粟島もしくは見島に対

して最も近い本土に位置する観測点(K-NET 寒川もしく

は K-NET 萩)では，サイト増幅特性に有意な差異があり，

粟島および見島での強震動を今後評価していく場合に，

K-NET 寒川もしくは K-NET 萩で観測された地震記録の

直接的な転用は困難であるといえる． 
４．まとめ 

本稿では，日本海に浮かぶ有人離島である新潟県粟島

および山口県見島における既存強震観測点(JMA 粟島お

よび JMA 見島)での記録に基づきサイト増幅特性を評価

した．今後は，本稿で評価したサイト増幅特性を用いて

粟島および見島の津波来襲予想地域を対象に想定地震時

における強震動予測 12)を行っていく予定である． 
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図-2 国土地理院による地形情報と既存強震観測点【粟島】 

0 2 km N

 

図-4 産総研地質図 6)による地質分類【粟島】 
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図-6 サイト増幅特性(地震基盤～地表)の比較【粟島】 
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図-3 国土地理院による地形情報と既存強震観測点【見島】 
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図-5 産総研地質図 6)による地質分類【見島】 
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図-7 サイト増幅特性(地震基盤～地表)の比較【見島】 
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